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１ 下関港湾事務所に関する主な出来事や話題をお届けします。

下関港本港地区
岸壁(-10m)(改良)整備概要
下関港本港地区細江ふ頭の国際RORO船航路(蘇州下関フェリー)が利用する岸壁(-10m)は、供

用後49年(改良後19年)が経過し老朽化が進んでいます。また、地震災害発生時の食品・飲料水等
の物資の緊急輸送機能が求められています。このため、令和４年度(2022年度)より岸壁の老朽化
対策及び耐震強化岸壁※(緊急物資輸送用)の工事に着手します。

2020年9月撮影

細江ふ頭

国際フェリー
（関釜/釜韓ﾌｪﾘｰ）

延長270m
岸壁(-10m)(改良)

国際RORO
蘇州下関ﾌｪﾘｰ

本港地区

みなと歴史探訪‐細江ふ頭（日本初の国際定期フェリー航路の就航）

改良断面図

関釜航路は、 1905年に山陽汽船による航路就航に始まり、翌年には国有化し国鉄関釜連絡船となりまし
た。当時は岸壁の水深が浅く、乗客や荷物を小さな船に乗せて運んでいましたが、1914年に新たに関釜連
絡船桟橋が造られ、直接接岸が可能になりました。関釜連絡船の輸送人員は1942年には305万人とピーク
に達し、1945年の終戦により終焉を迎えます。戦後、1965年の日韓基本条約の締結、1967年の日韓経済
閣僚会議を契機として航路復活の機運が高まり、関光汽船(株)などの出資により関釜フェリー(株) （社長
入谷豊州氏）が設立され、1970年に日本初の国際定期フェリー航路として復活します。
中国航路は、1978年の日中平和友好条約の締結を契機に、1980年日中友好の船が不定期航路として青

島港との間で就航を始め、その後1998年オリエントフェリー(株)が継承し定期航路化(2015年運航休止)、
2005年には上海下関フェリー(株)が就航、2006年には発着地を上海港から蘇州太倉港へ変更し、2014年
には社名を蘇州下関フェリー(株)に変更しています。
両航路が発着する細江ふ頭は、1967年に関釜連絡橋桟橋の前面の埋立てが始まり、岸壁(-7.5m)が関釜

フェリーが就航した1970年に、ふ頭全体が1973年に、下関港国際ターミナルが1988年に完成し、現在は
関東、関西各地からリードタイムが短い貨物が集まる国際複合一貫輸送の一大拠点となっています。

＜工事のポイント＞

※ 大規模地震が発生した際に、発災直後から緊急救援物資の輸送や、経済活動の確保を目的
とした、通常岸壁よりも耐震性を強化した係留施設のこと。

渡版のクラック 土留部のクラック

蘇州下関フェリーの荷役 関釜フェリーの荷役

＜岸壁の老朽化状況＞

位置図

フェリー関釜 初就航（1970年）工事中の細江ふ頭水際線の変遷（1914年(地図)と現在(白黒写真)の比較）

旧下関駅
(1901～42年)

現下関駅
(1942年～)

シーモール下関
(1977年開店)

渡版を撤去、新設

上部工を撤去、新設

既設組杭上部切断、
新設杭打設

地盤改良工（一部）

細江ふ頭では関釜フェリーが週７便、蘇州下関フェリー
が週2便発着し、荷役作業や搬送車両・シャーシで混雑し
ています。そのため、下関市や港湾利用者と動線や安全性
等の協議を行いながら工事を実施します。 埋土

細江埠頭
（1973年完成）

第一突堤
（1947年完成）第二突堤

（1961年完成）



２

令和4年度(2022年度)より、下関港海岸の長府黒門地区(7工区)の整備に着手します。この地
区は国道９号沿いに位置し、関門海峡を望む景観が良いことから、台風による高潮・越波への防
護を強化するとともに、できるだけ眺望を阻害しないよう護岸の高さを抑え、歩道を広げること
によって、景観性・親水性にも配慮した構造を採用しています。

下関港海岸
７工区整備概要（長府黒門地区）

20・21工区（山陽地区）

〔利用者の声〕

景観性・親水性にも配慮した護岸

海がばっちり
見える！

歩道が広くて
走りやすい！海が近く景色を

楽しみながら
散歩できる！

透水層

高くて怖い!

壁が高くて
海が見えない

防護のみを目的とした護岸

関門医療センター

ナフコ

ダイソー

マックスバリュ

７工区
施工箇所

位置図

２0工区 ２1工区

ボート
レース
下関

国道9号線

令和4年(2022年)３月、下関港海岸20工区及び21工区の工事が完了しました。20工区では平
成28年度よりブリヂストン下関工場の前面の護岸の嵩上げ工事を行い、隣接する21工区では令和
2年度より陸上に胸壁※１や、陸閘※２を設置する工事を行いました。
20・21工区の完成に伴い、ブリヂストン下関工場の海側前面から東側に至る一連の防護ライン

が完成しました。

２０工区全景 ２1工区の陸閘と胸壁

ブリヂストン下関工場では、世界の鉱山で使用される大型タイヤを生産して
おり、この工場がストップしてしまうと世界経済にも大きな影響を及ぼすこと
になるため生産を継続することが重要と考えています。
下関工場は操業開始から51年が経過し、1999年の台風18号では満潮と高潮

の発生が重なり、工場内への浸水により、生産再開まで100時間を要する大き
な被害を受けました。このような中、国の直轄海岸整備事業の実施により、浸
水被害によるリスク低減の見通しが立ったことは、工場の生産を継続していく
上で大変な意味があったと捉えており、2021年に下関工場の今後50年を見据
えた設備投資(102億円)の決断に繋がりました。

株式会社ブリヂストン
下関工場

杉山武司工場長

新川水門
（工事中）

6工区
(浜浦地区) 国道9号線

完成イメージ

透水層

展望デッキ

スロープ

歩道

胸壁
陸閘前面護岸

８工区 (外浦地区)

※1 海水の浸入を防止する壁 ※2 人や車両が横断できる開閉可能な門扉

19工区

被覆石

ちょうふ くろもん

護岸は前面に7m前出し
天端高さは+0.8ｍ嵩上げ



トピックス

ご意見・ご感想をお聞かせください。

３

下関港湾協会発足70周年記念式典の開催

港の見学会を行いました。

令和4年2月25日、下関港湾協会発足70周年記念式典が下関
グランドホテルで開催されました(参加者約60名) 。式典では、
功労者表彰等が執り行われ、国の各関係機関からの情報提供と
して当事務所長の古屋より事業の取組状況を報告しました。
その後、記念講演として、九州大学大学院工学研究院 海域港

湾環境防災共同研究部門 杉村佳寿教授より「最近の港湾を取り
巻く環境」と題した世界の港湾改革の動きや民間活用、カーボ
ンニュートラルの動向等に関する講演が行われ、示唆に富み多
岐にわたる講演内容に参加者は熱心に耳を傾けていました。

令和4年1月11日、細江ふ頭の下関港国際ターミナルで、下関市立大学経済学部国際商学科の
「物流システム論」(魏 鍾振准教授)を学ぶ学生16名を対象にみなと見学会を行いました。まず座
学で、下関港の事業概要を説明した後、普段は入ることができないターミナルの立入制限区域内を
見学しました。参加した学生のみなさんからは「港湾荷役の現場を視察できて興味が沸いた。物
流・港運業界への理解がより深まった」などの声が上がっていました。

令和3年12月3日、関西小学校の児童11名を対象に「みなと見学会」を行いました。児童たち
は下関港の特徴や地域ごとの役割を学習した後、業務艇に乗船し、関門海峡沿いの下関・門司港
の街並みや海岸保全施設などを海上から見学しました。児童の皆さんの目を輝かせて景色をみつ
める姿や、元気に発言する姿が印象的でした。後日、「身近な所に重要な港があるんだと驚い
た」「海にある物が、人の命を守ったり助けたりする大切なものだと思った」など心温まるお手
紙を頂きました。

下関港はアジア大陸までの
海上距離が最短です

トレーラーに乗せたコンテナや自動
車を運ぶRORO船です。

なるほど～

スライドでの学習の様子

海から見ると道路の岸は
こうなっているのか～

海上からの見学の様子

あなたにとって港とは？ みんなの暮らしを
支えるものかな

質問コーナー

普段入ることが出来ない場所を見学
させてもらいました。この経験を
今後の就活に活かしてください!

これがリーファー
コンテナです

〔下関市立関西小学校の４・５・６年生の皆さん〕

みなとの見学・学習しませんか？
当事務所では、「港の見学会」や「出前講座」を随時受付しておりますので、お気軽にお問合せ下さい！

〔下関市立大学経済学部の皆さん〕

下関港国際ターミナルでの概要説明 立入制限区域内を見学 魏 鍾振准教授からのコメント

ウィ・ジョンジン

杉村教授 記念講演下関港湾事務所の情報提供

功労者表彰（山本一清氏（関光汽船顧問）挨拶）


